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図面番号 図面番号 図面番号図面名称 図面名称 図面名称

タイトル

Ａ－２

Ａ－３

Ａ－４

Ａ－５

Ａ－１

Ａ－０

Ａ－６

Ａ－７

Ａ－８

Ａ－９

建築特記仕様書（１）

建築特記仕様書（２）

Ａ－１０

Ａ－１１

Ａ－１２

Ａ－１３

Ａ－１４

Ａ－１５

解体特記仕様書（１）

解体特記仕様書（２）

解体特記仕様書（３）

解体特記仕様書（４）

建築特記仕様書（３）

建築特記仕様書（４）

集会所　配置図,付近案内図､工事内容

集会所　現況　平面図･屋根伏図

集会所　改修後　平面図･屋根伏図

集会所　現況　立面図

集会所　改修後　立面図

集会所　現況　矩計図

集会所　改修後　矩計図

(有)アーク設計工房　琴浦事務所

町営住宅浦安団地集会所屋根修繕工事
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Ⅰ．工　事　概　要

１　階

２　階

３　階

Ｒ　階

町営住宅浦安団地集会所屋根修繕工事　仕様書　　

１．工事場所　：鳥取県東伯郡琴浦町下伊勢 3 0 0

２．敷地面積　：　2,064.54　ｍ2

Ⅱ．建築工事仕様

１．共通仕様

（１）図面及び本特記仕様書に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部制定の「公共建築工事標準仕様書

　　　図面、本特記仕様書及び標準仕様書に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部制定「公共建築改修

　　　公署（建築主事等）が求める検査に必要な書類（報告書）等を用意する。

（２）建築基準法に基づく完了検査（中間検査含む）が必要な工事の場合、受注者は完了検査（中間検査含む）時には、官

２．特記仕様

（１）項目は、番号に   印のついたものを適用する。

（２）特記事項は、 ・ 印のついたものを適用する。

（３）特記事項に記載の（　　）内表示番号は、標準仕様書の当該項目、当該図又は当該表を示す。

　　　［　　］内表示番号は、改修標準仕様書の当該項目、当該図又は当該表を示す。

（４）Ｇ 印は、「国等による環境物品等の調達の推進に関する法律（平成１２年法律第１００号）」に基づく「環境物品

　　　等の調達の推進に関する基本方針（令和４年２月２５日変更閣議決定）」に定める特定調達物品における判断の基準

　　　（特定調達品目「公共工事」においては表１中の品目ごとの判断の基準）を満たすものを示す。

（６）材料及び製造所等の記載は順不同である。

　　　応等について、監督職員と協議する。

（５）関係法令（条例を含む）の改正等により、工事内容が法令等に抵触する恐れがあることを認識した場合には、その対

　　　（建築工事編）令和４年度（以下「標準仕様書」という。）による。

　　  工事標準仕様書（建築工事編）令和４年版（以下「改修標準仕様書」という。）による。

　　　・ 印のつかない場合は、※印のついたものを適用する。

　　　・ 印と ※ 印のついた場合は、共に適用する。

３．工事種目　：１）集会所　木造平屋建　　屋根修繕

１）建物物内部に使用する材料等は、設計図書に規定する所要の品質及び性能を有すると共に、

　　次の①から④を満たすものとする。

　① 合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、ＭＤＦ、パーティクル

　　 ボード、その他の木質建材、ユリア樹脂板、壁紙、接着剤、保温材、緩衝材、断熱材、塗

　　 料、仕上塗材は、アセトアルデヒド及びスチレンを発散しない又は発散が極めて少ない材

　　 料で、設計図書に規定する「ホルムアルデヒドの放散量」の区分に応じた材料を使用する。

  ② 接着剤及び塗料は、トルエン、キシレン及びエチルベンゼンの含有量が少ない材料を使用

　③ 接着剤は、可塑剤（フタル酸ジ－ｎ－ブチル及びフタル酸ジ－２－エチルヘキシル等を含

　　 有しない難揮発性の可塑剤を除く）が添加されていない材料を使用する。

　④ ①の材料を使用して作られた家具、書架、実験台、その他の什器類等は、ホルムアルデヒ

　　 ド、アセトアルデヒド及びスチレンを発散しないか、発散が極めて少ない材料を使用した

環境への配慮

工事安全計画書

現場説明書の施工条件明示による

建築工事安全施工技術指針及び建設工事公衆災害防止対策要綱に基づき、工事安全計画書を監督

職員に提出する。

発生材の処理等

適用基準等

　　（以下「標準詳細図」という）

章

電気保安技術者 配置する

施工条件 現場説明書による

図面、本特記仕様書、標準仕様書及び改修標準仕様書に記載のない事項は次による。

     する。

     ものとする。

詳細は、現場説明書による

※ 建築工事標準詳細図（令和４年版）　　　　　国土交通省大臣官房官庁営繕部整備課

　・ 建築物解体工事共通仕様書　令和４年版　　　国土交通省大臣官房官庁営繕部 

（１．３．７）

（１．３．３）

（１．３．５）

（１．４．１）

（１．３．１１）

項　　目 特　　記　　事　　項

5

6

2

3

4

1
１　

一
般
共
通
事
項

材料の品質等 材料・機材等の品質及び性能

　　　③安定的な供給が可能であること。

　　　⑤製造又は施工の実績があり、その信頼性があること。

　　　①品質及び性能に関する試験データを整備していること。

　　　②生産施設及び品質の管理を適切に行っていること。

　　　④法令等で定める許可、認可、認定又は免許を取得していること。

　　　⑥販売、保守等の営業体制が整えていること。

（１．４．２）

１）本工事に使用する材料は、設計図書に定める品質及び性能の他、通常有すべき品質及び性能

４）本工事に使用する材料のうち、５）に指定する材料の製造業者等は、次の①～⑥の事項を満

　　を有するものとする。

　　たすものとし、その証明となる資料（外部機関が発行する証明書の写し等）を監督職員に提

　　出して承諾を受ける。ただし、あらかじめ監督職員の承諾を受けた場合はこの限りではない。

7

２）備考欄に商品名が記載された材料は、当該商品又は同等品を使用するものとし、同等品を使

　　用する場合は監督職員の承諾を受ける。 

３）標準仕様書に記載されていない特別な材料の工法については、材料製造所の指定する工法と

  　する。

建築面積　　　　　７０．３８㎡ （建築基準法による）

 　　　　　　 　　５７．９６㎡ 

 　　　　　　 　　○○.○○㎡ 

 　　　　　　 　　○○.○○㎡ 

 　　　　　　 　　○○.○○㎡ 

延べ面積          ５７．９６㎡ （建築基準法による） 

町営住宅浦安団地集会所屋根修繕工事

NO SCALE特記仕様書 ( １ )
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　（324×400ｍｍ）

9 化学物質の濃度測定 測定対象室及び測定箇所数は仕上表による

10 完成写真 工事完成時に次の写真を撮影し、監督職員に提出する

箇所数
形式・サイズ

提出 画素数及び
撮影者

撮影部位は監督職員の指示による

11 完成時の提出図書

現場説明書の施工条件明示による

測定対象化学物質及び測定方法は現場説明書の施工条件明示による

撮影部位及び

セット数 画質等

4500×3000ピク

セル以上で画像

補正を行ったも

の

建築完成写真

の撮影実績が

ある者で、監

督職員が承諾

電子データは、ＣＤ－Ｒ等で提出する

する撮影業者

12 施工図及び施工計

14

13

設計ＧＬ

設備工事との取り

※ 図示　　

設備機器の位置、取り合い等が検討できる施工図を提出して、監督職員の承諾を受ける

提出した施工図及び施工計画書の著作に係わる当該建物に限る使用権は、発注者に移譲するもの画書

とする

合い

・ 電子データ（ＪＰＥＧフルカ

　 ラー・圧縮率1/4程度）

・ カラー木製パネル半切

上記と異なる

外部（　 ）箇所

内部（　 ）箇所 

　 ラー・圧縮率1/4程度）

・ 電子データ（ＪＰＥＧフルカ

外部（　 ）箇所

内部（　 ）箇所

程度

セル以上かつ撮

1280×960ピク

影したデジタル

カメラの設定の

うち最高の画質

任意　（ＪＰＥＧフルカラー）

・ 電子データ

（１．７．２）

（１．７．１～３）（表１．７．１）

（１．５．９）

15 適用区分 建築基準法に基づき定まる風圧力及び積雪荷重の算定には次の条件を用いる

　　風速　Vｏ＝　　　ｍ／ｓ

　　地表面粗度区分　・ Ⅰ　・ Ⅱ　・ Ⅲ　・ Ⅳ

　積雪荷重　平成１２年５月３１日　建設省告示第１４５５号における区域　別表（　　　　）

1

2

足場その他

又は(3)手すり先行専用足場方式により行う。

監督職員事務所等 ※ 設ける　　　　・ 設けない

工事用水 構内既存の施設　　※ 利用できない　・ 利用できる（ ※ 有償　　・ 無償）

構内既存の施設　　※ 利用できない　・ 利用できる（ ※ 有償　　・ 無償）工事用電力

3

4

「手すり先行工法に関するガイドライン」に基づく足場の設置に当たっては、同ガイドラインの

　現場に設置する備品等は、現場説明書の施工条件明示による

別紙１「手すり先行工法による足場の組立て等に関する基準」における2の(2)手すり据置き方式

　風圧力

（２．３．１）

（２．２．４）
２　

仮
設
工
事

鉄骨柱下無収縮モルタル

床型枠用鋼製デッキプレート

無収縮グラウト材

乾式保護材

防水剤

トイレブース

既調合目地材

既調合モルタル

ルーフドレン

吸水調整材

５）製造業者等に関する資料の提出を定める材料

オーバーヘッドドア

現場発泡断熱材

フリーアクセスフロア

可動間仕切

錠前類

クローザ類

自動扉機構

自閉式上吊り引戸機構

重量シャッター

軽量シャッター

移動間仕切

コンクリート工事

技能士8 （１．５．２）

仮設工事 とび

鉄筋施工

型枠施工

コンクリート圧送施工

とび

ブロック建築

エーエルシーパネル施工

防水施工

コンクリートブロック

鉄骨工事

防水工事

・ とび作業

・ 鉄筋組立て作業

・ 型枠工事作業

・ コンクリート圧送工事作業

・ とび作業

・ コンクリートブロック工事作業

・ エーエルシーパネル工事作業

・ アスファルト防水工事作業

・ ウレタンゴム系塗膜防水工事作業

・ アクリルゴム系塗膜防水工事作業

・ 合成ゴム系シート防水工事作業

・ 塩化ビニル系シート防水工事作業

・ セメント系防水工事作業

・ シーリング防水工事作業

・ 改質アスファルトシートトーチ工法

　 防水工事作業

・ ＦＲＰ防水工事作業

鉄筋工事

工事種目 技能検定職種 技能検定作業

　　　ＡＬＣパネル工事

天井点検口

床点検口

グレーチング

屋上緑化システム

トップライト

ポリマーセメントモルタル

鋳鉄製ふた

石工事 石材施工 ・ 石張り作業

タイル工事 タイル張り ・ タイル張り作業

木工事 建築大工 ・ 大工工事作業

屋根及びとい工事 建築板金 ・ 内外装板金作業

金属工事 内装仕上施工 ・ 鋼製下地工事作業

建築板金 ・ 内外装板金作業

左官工事 左官 ・ 左官作業

建具工事 サッシ施工

ガラス施工

ガラス用フィルム施工

・ ビル用サッシ施工作業

・ ガラス工事作業

・ 建築フィルム作業

自動ドア施工 ・ 自動ドア施工作業

・ プラスチック系床仕上げ工事作業

塗装工事 塗装 ・ 建築塗装作業

内装工事 内装仕上げ施工

・ カーペット系床仕上げ工事作業

・ ボード仕上げ工事作業

表装 ・ 壁装作業

排水工事 配管 ・ 建築配管作業

舗装工事 路面表示施工 ・ 溶融ペイントハンドマーカー工事作業

・ 加熱ペイントマシンマーカー工事作業

植栽工事 造園 ・ 造園工事作業

外観正面

１箇所

町営住宅浦安団地集会所屋根修繕工事

NO SCALE特記仕様書 ( ２ )
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（３．２．５）

（３．２．３）（表３．２．１）

　※ 標準仕様書表3.2.1による種別

　・ （材料：　　　　　　　　工法：　　　　　　　　　）

　　　　　　　（品質：細粒分（75μm以下）の含有率（重量百分率）の上限を50％未満とする。）

　　　・ Ｄ種　適用場所（　　　　）

　　　・ Ｃ種　適用場所（　　　　　　）土質（　　　　　　　）　受渡場所（　　　　　　　）

　　　・ Ｂ種　適用場所（　　　　　　）

・ 構内指示場所に敷き均し

・ 構内指示場所に堆積

※ 現場説明書の施工条件明示による建設発生土の処理2

　　　・ Ａ種　適用場所（　　　　　　）

材料及び工法埋戻し及び盛土1
３　

土
工
事

９　

防
水
工
事

・Ｓ－Ｆ１

・Ｓ－Ｆ２

・Ｓ－Ｍ１

・Ｓ－Ｍ２

種別

　防水層の種類

3 合成高分子系ルー

フィングシート防水

仕上塗料断熱材 Ｇ施工箇所

種類 使用量

・適用する・ ・

・ ・

※製造所の

　仕様による

※製造所の

　仕様による

屋根防水

射率防水

高日射反

　　　 Ｇ

 (種類）※硬質ウレタンフォーム断

・ＳＩ－Ｆ２

・ＳＩ－Ｍ１

・ＳＩ－Ｍ２

・ＳＩ－Ｆ１ 標準仕様書9.4.2(3)(エ)(b)による

　　　　　熱材２種２号

（厚さ）(ｍｍ） ※25　

 (種類）※硬質ウレタンフォーム断

標準仕様書9.4.2(3)(エ)(a)による

　　　　　熱材２種２号

・ ・

・ ・

※製造所の

　仕様による

※製造所の

　仕様による

（厚さ）(ｍｍ) ※25　

　※ 設置しない　　・ 設置する

　・ 発泡ポリエチレンシート　　

ＳⅠ－Ｍ１及びＳⅠ－Ｍ２における防湿用フィルムの設置

ＳＩ－Ｍ２のシートの可塑剤移行防止用シートの材種

（９．４．２～４）（表９．４．１～３）

Ｓ－Ｆ１、Ｓ－Ｍ１、Ｓ－Ｆ２、Ｓ－Ｍ２の仕様

※非歩行仕様　・軽歩行仕様

屋内防水

種別 施工箇所

・ Ｓ－Ｃ１

保護層

平場のモルタル塗り

塗厚（ｍｍ）

・ 床塗り・

・

※ 7ｍｍ以下

　防水層の種別

立上り部の保護

モルタルの塗厚

・

・

工法

・ 下地モルタル塗り

　※ 防錆処理した鋼板、ステンレス鋼板又はそれらの鋼板の片面若しくは両面に樹脂を積層加工

プレキャストコンクリート部材下地の目地処理（接着工法の場合）

　・ 行う（※図示　　・　　　　　　　　）　・ 行わない

プレキャストコンクリート部材の入隅部の増張り（種別S-F1、SI-F1の場合）

　・ 行う（※図示　　・　　　　　　　　）　・ 行わない

機械的固定工法の場合の一般部のルーフィングシートの張付け

　　 したもので、厚さ0.4ｍｍ以上のもの

接着工法の場合の脱気装置の種類　　※ ルーフィングシートの製造所の仕様　　・　　　　

　・JIS A 6008に基づく種類及び厚さ

　　　種類　　

　※ 標準仕様書表9.4.1から表9.4.3による
合成高分子系ルーフィングシートの種類及び厚さ
屋内防水で平場を保護コンクリート仕上げとする場合の厚さ　

平場のモルタル床塗りにおける目地の目地割および種類
目地割

目地の種類　※押し目地
※目地割２㎡程度、最大目地間隔３ｍ程度　 ・

・

　　   厚さ　（　　　ｍｍ以上）

固定金具の材質、形状及び寸法

　1章 適用区分による風圧力の（ ・ 1　　・ 1.15　　・ 1.3）倍の風圧力に対応した工法

1 製材 Ｇ （１２．１．４）（１２．２．１）（１２．４．１）（１２．５．１）

（１２．６．１）（１２．７．１）ホルムアルデヒド放射量　※Ｆ☆☆☆☆　　

１２

　
　

木
工
事

施工箇所 含水率

※Ａ種 ・Ｂ種 ・

※Ａ種 ・Ｂ種

樹　種施工箇所 等級 形状 含水率

※10％以下 ・Ａ種 

見え掛り面

見え掛り面

※上小節

※小節以上

※１等

間伐材等

間伐材等

寸法

（ｍｍ）

寸法

（ｍｍ）

・Ｂ種　・　

※１等

・

・

・

・ ・

・・以外

・

・

保存

処理

※10％以下 ・Ａ種 

・Ｂ種　・　

樹　種 等級 形状 保存

処理

・ JAS 1083-2 製材-第２部基づく造作用製材

・ JAS 1083-6 製材-第６部に基づく広葉樹製材

の適用　　　

の適用　　　

樹　種施工箇所 間伐材等寸法 等級 形状 含水率

※２級

（ｍｍ）

※Ａ種 ・Ｂ種 ・

・ ・　

保存

処理

※２級

・

※Ａ種 ・Ｂ種

・　

・ JAS 1083-5 製材-第５部に基づく下地用製材

の適用　　　

町営住宅浦安団地集会所屋根修繕工事
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　・ つかみ込み納め　　・ 包み納め

長尺金属板葺1

厚さ

（ｍｍ）

※JIS G 3322の

　屋根用コイル  

・ 

塗膜の耐久性、めっき付着

量等の種類及び記号

屋根葺形式施工箇所 板及びコイルの 備考

・心木なし瓦棒葺

・立平葺  ・蟻掛葺

・横葺   ・　 

下葺材料　　・アスファルトルーフィング 940　

            ・改質アスファルトルーフィング下葺材

            　（　・一般タイプ　　・複層基材タイプ　　・粘着層付タイプ）

１３

種類 

雪止め　・設置する（施工箇所　・図示　　・　　　　　　）

横葺の場合のけらば納め

（１３．２．２、３）

工法  1章 適用区分による風圧力の（・1　・1.15　・1.3）倍の風圧力に対応した工法

　
　

屋
根
及
び
と
い
工
事

といの材種　　・ 配管用鋼管　　・ 硬質ポリ塩化ビニル管　　・ルーフドレン　

（１３．５．２、３）（表１３．５．４）

とい受け金物及び足金物の材種、形状及び取付け間隔

とい4

多雪地域　　　・ 適用する　　・ 適用しない

防露材のホルムアルデヒド放散量

鋼管製といの防露巻き　・ 適用する（工法： ※ 標準仕様書表13.5.4による　・　　　　　　　） 

　　　　　　　　　　　・ 適用しない 

ルーフドレン 

・ ろく屋根用（ ・ 縦型　・ 横型）

施工箇所

　　　　　　　※ Ｆ☆☆☆☆　

１５

既製目地材　　・ 設ける　施工箇所（　　　　　　）　形状（※図示　・　　　　　）

　　　　　　  ・ 設けない 

　　　　　　  ・ 設けない 

外装タイル張り下地等の下地モルタル塗り及び下地調整材塗りの接着力試験 

　　　　　　　・ 適用する　　・ 適用しない 

防水剤の種別 

（品質・性能）

（凝結時間）始発：1時間以上　終結：10時間以内凝結及び安定性  

混合割合 セメント重量の5％以下

建築用のモルタルに用いるセメント防水剤 

（安定性）収縮性、膨張性のひび割れ及びそりの有無について確認する。

防水剤を混入したもの、しないものの曲げ強度比及び圧縮強度比 70％以上 

防水剤を混入したもの、しないものの透水比 80％以下 

曲げ及び圧縮強度比 

透水比 

防水剤を混入したもの、しないものの吸水比 95％以下 吸水比 

項目

建具回り等の充填モルタルに使用する防水剤

品質・性能

1 モルタル塗り

ただし、透水試験における水圧は、3.0×10 Ｐａとし1時間行う
5

モルタル　　　※ 現場調合材料　　・ 既調合材料（材料　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　　　　　　　　　 （種類　※ 押し目地　　・　　　　　　）　

（試験方法）JIS A1404「建築用セメント防水剤の試験方法」による

床の目地　　　・ 設ける（目地割り　※ ２ｍ2程度（最大目地間隔３ｍ程度　　・　　　　 ）

（１５．３．２、５）

　
　

左
官
工
事

材料

素地ごしらえ

屋内で使用する塗料のホルムアルデヒド放散量 　1

2

          ・ 次の箇所を除き防火材料とする。（箇所：　　　　　　　　） 

防火材料　※ 屋内の壁、天井仕上げは防火材料とする。 　　　　　　

種別下地面等

※ Ｂ種　・ Ａ種

※ Ａ種　・ Ｂ種不透明塗料塗りの場合

透明塗料塗りの場合

木部

鉄鋼面

亜鉛めっき鋼面

コンクリート面（ＤＰ以外）及びＡＬＣパネル面

せっこうボード面及び 目地：継目処理工法

目地：継目処理工法以外その他ボード面

※ Ｂ種　・ Ａ種

※ Ｂ種　・ Ａ種

※ Ａ種　・ Ｂ種

※ Ｂ種　・ Ａ種

※ Ｃ種　・ Ａ種　・ Ｂ種

・ Ａ種　・ Ｂ種　

押出成形セメント板面及びコンクリート面（ＤＰ） ・ Ａ種　・ Ｂ種

モルタル面及びせっこうプラスター面

１８

　※ Ｆ☆☆☆☆　　・ 

（１８．２．２～７）

（１８．１．３）

　
　

塗
装
工
事

・合成樹脂調合ペイント

　塗り（ＳＯＰ） 

木部屋外 

木部屋内 

鉄鋼面 

亜鉛めっき鋼面 

種別 塗料の種類塗装

※Ｂ種　・Ａ種 

※Ｂ種　・Ａ種 

※ １種　・ ２種

※ １種　・ ２種

※Ａ種　・Ｂ種 ※ １種　・ ２種

・アクリル樹脂系非水分散形塗料塗り（ＮＡＤ）

※Ｂ種　・Ａ種 

※Ｂ種　・Ａ種 

・耐候性塗料塗り 鉄鋼面 

亜鉛めっき鋼面 

コンクリート面及び

押出成形セメント板面

上塗り等級（　）級

上塗り等級（　）級

・つや有合成樹脂エマル

  ションペイント塗り

コンクリート面、モ ※Ｂ種　・Ａ種 

塗料4

高日射反

射率塗料

　　　 Ｇ

・適用する

・クリヤラッカー塗り（ＣＬ） 

・Ａ種 上塗り等級１級

・Ｂ種 上塗り等級２級

・Ｃ種 上塗り等級３級

  （ＥＰ－Ｇ）

・適用する

※ １種　・ ２種 ・適用する

　（ＤＰ）

・透明　 ・不透明

屋内の鉄鋼面

※Ｂ種　・Ａ種 

※Ｂ種　・Ａ種 

※Ｂ種　・Ａ種 

・合成樹脂エマルションペイント塗り（ＥＰ）

・合成樹脂エマルション模様塗料塗り

・ウレタン樹脂ワニス塗り（ＵＣ）

　（ＥＰ－Ｔ）

・透明　 ・不透明

・ステイン塗り

・木材保護塗料塗り（ＷＰ） ※Ｂ種　・Ａ種 ・透明　 ・不透明

・オイルステイ

　ン塗り(OS)

　ステイン塗り

・ピグメント

※Ｂ種　・Ａ種 

ルタル面、せっこう

プラスター面、せっ

こうボード面その他

ボード面等

（１８．４．１～１８．１２．２）
　　　　　　　※ 標準仕様書表13.5.2による（・ｽﾃﾝﾚｽ製　・溶融亜鉛めっきを行ったもの）

種別

・ バルコニー用

・ バルコニー中継用

町営住宅浦安団地集会所屋根修繕工事
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（２）　特記事項は・印のついたものを適用する。

・印のつかない場合は、※印のついたものを適用する。

・印と※印のついた場合は共に適用する。

２．特記仕様

（１）　項目は番号に○印のついたものを適用する。

（６）　材料及び製造所等の記載は順不同である。

１．共通仕様

（４）　Ｇ印は、「国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律」（以下「グリーン購入法」という。）の特定調達品目を示す。

Ⅰ．工　事　概　要

建築物解体工事仕様書

　　３．地　域　地　区　　都市計画地域（　・内　・外　）　市街化調整区域

　　４．建　物　概　要

（１）　図面及び特記仕様書に記載されていない事項は、すべて国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の「建築物解体工事共通仕様書

（３）　項目に記載の＜　＞内の表示番号は、解体共通仕様書、［　　］内の表示番号は改修標準仕様書、（　　）内の表示番号は

標準仕様書の当該項目、当該図又は当該表を示す。

（５）　各仕様書で「特記がなければ、」以降に具体的な材料・品質性能・工法・検査方法等を明示している場合において、それら

が関係法令の改正等により（条例を含む）抵触する場合には、関係法令等の遵守［１．１．１３］の規定を優先する。

Ⅱ．建築解体工事仕様

（３）　電気及び機械設備工事を本工事に含む場合、電気及び機械設備工事はそれぞれの工事仕様書を適用する。

等を用意する。

（２）　請負者は、建築基準法に基づく完了検査（中間検査含む）の検査には、特定行政庁（建築主事等）が求める検査に必要な資料

発生材の処理等 ・　引渡しを要するもの（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・　特別管理産業廃棄物（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　処理方法（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・　現場において再利用を図るもの（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・コンクリート塊　　・アスファルトコンクリート塊　　・建設発生木材

・　再生資源化を図るもの

　　採取箇所数　　計　　箇所

　　分析個数　　　計　　箇所

・第二次判定

・除去処理工事

　除去範囲　　　　※図示

・　ＰＣＢ含有シーリング材の処理

・第一次判定

・ひ素・カドミニウム含有せっこうボード

・　せっこうボードの処理

　・製造業者に回収委託

　・埋立処分（管理型最終処分場）

　　　処分施設の名称・所在地（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・　石綿含有、ひ素・カドミウム含有以外のせっこうボード

・再資源化（再資源化施設）　　　　・最終処分（管理型最終処分場）

　　　処分施設の名称・所在地（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　採取箇所　　　※図示

官公庁その他への手続

電気保安技術者

担当技術者の職務を補佐し、当該工事の工事期間中自家用電気工作物の保安の業務を行うものとする。

工事安全計画書

＜１．１．３＞

＜１．３．３＞

＜１．３．６＞

＜１．３．１０＞

　現場にてサンプルを採取し、シーリング材種及び分析の要否を判定する。

　専門分析機関にてＰＣＢ含有量の分析を行う。

・石綿含有せっこうボード　　　公共工事改修工事標準仕様書９章による。

工事現場におく電気保安技術者は、鳥取県総務部営繕工事自家用電気工作物保安規定第５条に定める工事

 工事の施工に伴い必要な官公署、その他への手続き、検査並びにその費用は、本工事請負者の負担とする。

る。

建築工事安全施工技術指針及び建設公衆災害防止対策要綱を参考に、工事安全計画書を監督職員に提出す

適用基準等１

章 項　　目 特　　記　　事　　項

１　

一
般
共
通
事
項

　細図」という。）

　　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

　　１．工　事　場　所

用途地域等　（　　　　　　　）

　　　　　番号　　　　　名　称　　　　　　工事種別　　　　　構　造　　　　　 階数　　建築面積（㎡）　　延べ面積（㎡）

５

２

３

４

※　建築工事標準詳細図（令和４年版）　　国土交通省大臣官房官庁営繕部整備課監修（以下「標準詳

※　建築改修工事監理指針（令和４年版）　　　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

・　建築工事監理指針（令和４年版）　　　　　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

※　工事写真撮影ガイドブック建築工事編及び解体工事編（最新版）　　２．敷　地　面　積　　　　　　　　　　　㎡

　（令和４版）」（以下、「解体共通仕様書」という。）による。ただし、解体共通仕様書に記載されていない事項は、

国土交通省大臣官房官庁営繕部制定「公共建築工事標準仕様書（建築工事編）（令和４年版）」（以下、「標準仕様書」と

いう。）及び「公共建築改修工事標準仕様書（建築工事編）（令和４年版）」（以下「改修標準仕様書」という。）による。

からダウンロード可能）による。

判断の基準は「環境物品等の調達の推進に関する基本方針（令和４年２月２５日変更閣議決定）」（環境省のホームページ

町営住宅浦安団地集会所屋根修繕工事

NO SCALE解体特記仕様書 ( １ )

指定なし

１ １

１．工事場所　：鳥取県東伯郡琴浦町下伊勢300

　2,064.54　ｍ2

集会所 修繕 木　造 57.96ｍ270.38ｍ2
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Ａ－６

　令和○○年○月工事完成予定

足場の組立て等に関する基準」の２の（２）手すり据置方式、または（３）手すり先行専用足場方式に

・　設けない

足場その他

＜２．２．２＞

１

＜２．２．２＞

騒音・粉じん等の対策 ※　設ける（適用範囲、高さ等は図示）

２

・　防音パネル　　・　防音シート

監督職員事務所 ※　設けない

・　既存建物内の一部を使用する（場所　　　　　　　　　　　　）

・　構内に新設する　規模（　　　　㎡　）

＜２．３．１＞

３

表示板

記入要領

１
，２

０
０

２．お願い表示板は平易な表現及び内容とし、

９００

１．書体は角ゴシックとする。

　　監督職員が指示するものとする。

　鳥取県○○総合事務所生活環境局
　　　建築住宅課　○○班
　　　　　連絡先　○○－○○○○

　構造・規模　鉄筋コンクリート造　○階建

　　　　　　　延べ面積○○○○ｍ２

　監理者　○○生活環境局　建築住宅課

　設計者　○○○○○○設計

　　　　　○○○○○○設計

　施工者　○○○○○建設

　　連絡先昼間　○○－○○○○

　　　　　夜間　○○－○○○○

　　現場責任者　○○　○○

　地色　白

　５ＹＲ６．５／１１
　マンセル記号
　地色

御通行中の皆様へ

１，２００

１，
６
０
０

　施工者　○○○○○○建設
　　　　　連絡先　　ＴＥＬ　○○－○○○○
　発注者　鳥取県
　　　　　連絡先　　鳥取県○○総合事務所生活環境局
　　　　　　　建築住宅課　○○班
　　　　　　　ＴＥＬ　○○－○○○○

　事業の目的

　　○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

　　○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

　　○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

　現在の進捗率○○％

　事業協力のお願い

　　　工事期間中は、ご迷惑をおかけしますが、ご理解と

　　ご協力よろしくお願いします。

　（拡大カラーコピーを張り付けてもよい）

　　簡単なパース、又は立面図を掲載する

　地色
マンセル記号
５ＹＲ６．５／１１

　地色　白

　　　※　工事表示板　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　お願い表示板

工事用水 構内既存の施設　　※　利用できない　　・　利用できる（　※　有償　　・　無償　）

工事用電力 構内既存の施設　　※　利用できない　　・　利用できる（　※　有償　　・　無償　）

工事用仮設物

工事現場の

イメージアップ

４

５

６

７

８

　工事名　○○○○○○解体工事

・　備え付ける備品（　　　　　　　　　　　　　　　）

・　　

・　内部足場の種別　　　　　　※　脚立、足場板等　　・　

・　外部足場の種別　　　　　　・　枠組足場　　・　くさび緊結式足場　　・　単管本足場

・　材料、撤去材等の運搬方法　・　Ａ種　　・　Ｂ種　　・　Ｃ種　　・　Ｄ種　　・　Ｅ種

足場を設ける場合は、標準仕様書２．２．４（ｂ）によるほか、設置においては「手すり先行工法による。

より行う。

　工事期間　令和○年○月から○年○月まで

２　

仮
設
工
事

構内既存の施設　　・　利用できる　　　・　利用できない

下表により適用する技能士は、適用する工事作業中、１名以上の者が自ら作業をするとともに、他の技技能士

［１．６．２］

（技能士：職業能力開発促進法による一級技能士又は単一等級の資格を有する者）

工事種目 技能検定職種 技能検定作業

仮設工事 とび ・　とび作業

　《技能士名札参考図》

職　種

級　別

氏　名

血液型

勤務先

自　宅

発行　　　○○○○○○○○会

　　建築大工

　　１級

　　○山○夫

　　○○工務店

　　○型

　　鳥取市

技能士の職種により色を変えることも可

技能士の種別

技能士の級の別

技能士本人の住所

名札の発行元

写真　（３０×４０）

５
５
　
ｍ
ｍ

９０　ｍｍ

□　技　能　士

能者に対して、施工品質の向上を図るための作業指導を行う。

また、その技能士はその者が技能士であることがわかる名札（下図参考）を常時着用する。

区　　分 分類・規格 撮影箇所 部数 原版の大きさ（ｍｍ）

　・　　２４×　３６以上　各工種の工程毎　カラーサービス判　※　工事記録写真

　・　　２４×　３６以上　カラーサービス判　※　完成写真

下記のものを監督職員に提出する完成写真

　・　 　カラーキャビネ判 　部 　・　　２４×　３６以上　・　　箇所

　・　電子データ及びネガの提出［工事記録写真］　　（　・　要　・　不要）

　・　電子データ及びネガの提出［完成写真］　　　　（　・　要　・　不要）

　・　複写　縮小版Ａ３バラ焼　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　部

　・　ＣＡＤデータ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　部

　・　原図Ａ１版又はＡ２版（設計図の第２原図訂正不可）　　　　　　　部

完成時の提出図書

７

８

施工図及び施工計画書

建設リサイクル法 ※　対象工事　　・　非対象工事

火災保険等

９

１１

１０

　・　残存物等図　

　・　原図の大型コピー（白焼）の２つ折製本　　　　　　　　　　　　　部

　・　縮小版２つ折製本（Ａ４版）　　　　　　　　　　　　　　　　　　部

１部

　下記のものを監督職員に提出する。

　完成図の種類及び内容（改修前後の状態が分かるように整備する。）

　・　案内図・配置図　：　配置図には外構整備、屋外給排水系統図含む。

  ・　原図ケース・製本図面の背表紙に「施設コード・部局名称」ラベルを貼付ける。

提出した施工図及び施工計画書の著作に係わる当該建物に限る使用権は、発注者に移譲する。

工事目的物及び工事材料等工事施工途中の事故に伴う損害を補てんするため火災保険等に加入する。

（保険の加入期間は、工事完成引き渡しまで（概ね工期＋２１日）とする。）

６

１部

　　　　　　　　　　　　　　　・　受注業者の施工計画による

・　外部足場の防護シート　　　・　設置する　　・設置しない

　　　　　　　　　　　　　　　・仮設ゴンドラ　　・移動式足場　　・単管一本　　・ﾌﾞﾗｹｯﾄ　　・朝顔

建　築　工　事　中

　・　　屋根､外観

町営住宅浦安団地集会所屋根修繕工事

NO SCALE解体特記仕様書 ( ２ )

※発注者の指示による

※発注者の指示による



D R A W I N G  N O

N O .

有限
会社アーク設計工房

S

T I T L E

アーク設計工房

ＴＥＬ　０８５８－５２－３５９９／ＦＡＸ　０８５８－５２－３５９９琴浦事務所

管理建築士

一級建築士　　第２６２２８７号　　　杉嶋　信次
一級建築士事務所  登録第0 3 - 1 2 6 1号

２０２３．９

Ａ－７

１ 事前措置

＜３．２．１＞

浄化槽、排水槽等の汚水及び汚物の回収、洗浄、消毒等

２

＜３．９．２＞

杭 杭の解体

杭の解体工法

　・　引き抜き工法　（・　振動　　・　ケーシング）

３ 樹木等

＜３．１０．１＞

４ 地下埋設物及び埋設配管 地下埋設物及び埋設配管の解体

＜３．１１．１＞

５ 埋戻し、盛土及び整地

　埋戻し及び盛土の材料

整地の高さ

　・　現状ＧＬ　　・　図示による

＜３．１２．１＞（３．２．３）

　　・　行う（箇所　　　　　）　・　行わない

　・　行う　（杭頭から　　ｍまで　　・全長　）　　・　行わない

　・　行う（・　伐採　　・　伐根）　（図示による）　　・　行わない

　・　行う　（図示による）　　・　行わない

　・　行う　　・　行わない

　・　破砕による解体

３　

解
体
施
工

建設廃棄物の種類 中間処理施設又は再資源化施設の名称等 所在地（ｋｍ）

・コンクリート

・木材

・アスファルト・　　

　コンクリート

・金属類

　建設副産物の搬出先として、以下の施設への搬出を見込んでいる。これは、他の施設への搬出を妨げる

建設廃棄物の種類 所在地（ｋｍ）再資源化の有無 再資源化施設の名称等

・蛍光ランプ

　HIDランプ

・硬質塩化ビニル管

　及び継手

・ガラス

１ 再資源化等

＜４．４．１＞

※　現場説明書による

・　

※　現場説明書による

・　

・　木材を指定建設資材廃棄物として処理する。

４　

建
設
廃
棄
物
の
処
理

ものではない。なお、搬出先を変更する場合は理由を付して協議を行うものとする。

種　　　類 利用する箇所

２ 産業廃棄物広域認定

制度の活用

＜４．４．２＞

種　　　類

３ 最終処分 ・　（安定型）

・　（管理型）

備考所在地（ｋｍ）受入施設名称等

種　　　類 備考所在地（ｋｍ）受入施設名称等

＜４．４．４＞

４ 処理に注意を要する

建設廃棄物

＜４．５．１＞

種　　　類 利用する箇所

再資源化し現場で利用する建設廃棄物

・CCA処理木材

種　　　類

・石綿含有せっこう

　ボード

・ひ素・カドミウム

　含有せっこうボード

所在地（ｋｍ） 備考

・製造業者に改修を委託

・埋立処分

１ 施工調査

＜５．１．２＞ 仕様等（型式、厚さ、数量）材　料　名

２ 特別管理産業廃棄物

の処分等

＜５．１．３＞＜５．４．１＞

特別管理産業廃棄物の種類 所在地等（ｋｍ）処分場の名称

※　図示

・　工事対象範囲

調査の範囲

５　

特
別
管
理
産
業
廃
棄
物
の
処
理

草（樹木）の伐採伐根及び移植　※隣接地よりの樹木等は協議による

　　・　Ａ種　　・　Ｂ種　　・　Ｃ種　　・　Ｄ種　　・　町保有黒土

中間処理施設又は処理施設名称等

解体後の埋戻し及び盛土

※　現場説明書による

・　

※　現場説明書による

・　

・小形二次電池

・　ｱｽﾌｧﾙﾄﾌｪﾙﾄ

・　ｱｽﾌｧﾙﾄｼﾝｸﾞﾙ下層 ・　株式会社環境保全ｾﾝﾀｰ

・　株式会社環境保全ｾﾝﾀｰ

・　神戸市西区神出町東字新内497-1

・　神戸市西区神出町東字新内497-1

・　廃石綿

町営住宅浦安団地集会所屋根修繕工事

NO SCALE解体特記仕様書 ( ３ )



D R A W I N G  N O

N O .

有限
会社アーク設計工房

S

T I T L E

アーク設計工房

ＴＥＬ　０８５８－５２－３５９９／ＦＡＸ　０８５８－５２－３５９９琴浦事務所

管理建築士

一級建築士　　第２６２２８７号　　　杉嶋　信次
一級建築士事務所  登録第0 3 - 1 2 6 1号

２０２３．９

Ａ－８

５　

特
別
管
理
産
業
廃
棄
物
の
処
理

３ ＰＣＢ

＜５．４．３＞＜５．４．４＞

ＰＣＢを含む機器類　　・　有（数量は図示）　　・　無

ＰＣＢ含有シーリング材　　・　有（施工範囲は図示）　　・　無

分析調査　　・　行う　　

４ 廃油

＜５．４．５＞

廃油　　・　有（数量は図示）　　・　無

５ 廃酸・廃アルカリ

＜５．４．６＞

吸収冷凍機、直だき吸収冷温水機等の臭化リチウム水溶液等　　・　有（数量は図示）　　・　無

鉛蓄電池及びアルカリ蓄電池の電解液　　・　有（数量は図示）　　・　無

ダイオキシン類

＜５．４．７＞

サンプリング調査　　・　行う

解体方法及び処分方法　　・　図示による

６

　ＰＣＢを含む機器等については、監督職員の指定する箇所に保管する。

工事着手に先立ち、目視及び貸与する設計図書等によりアスベストを含有している吹き付け

施工調査１ 施工調査

＜６．１．２＞ ・アスベスト含有建材の事前調査

貸与資料（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

調査範囲（・　　　　　　・図示　　　　　　　）

材、成形板、建築材料等の使用の有無について調査し、監督職員に報告する。

　・分析によるアスベスト含有建材の調査

分析対象

２ アスベスト粉じん濃度

測定

＜６．１．３＞

※　県有施設の石綿除去等に係る施工業者の登録制度による登録を受けている業者が工事を行う。

　　　分析方法

アクチノライト、アモサイト、アンソフィライト、クリソタイル、クロシドライト、トレモライト

　　　　※ＪＩＳ　Ａ１４８１－１又は１４８１－２「建材製品中のアスベスト含有率測定方法」

　　　　・　

材料名 定性分析 定量分析

・（箇所数：　　） ・（箇所数：　　）

・（箇所数：　　）・（箇所数：　　）

・（箇所数：　　） ・（箇所数：　　）

サンプル数　　１箇所あたり３サンプル

採取箇所　・図示　　　・　

　　　分析結果については、監督職員に報告する

６　

ア
ス
ベ
ス
ト
含
有
建
材
の
除
去
及
び
処
理

測定２

適用 測定名称 測定時期 測定場所

※

※

※

測定１

測定３

測定４

測定５

測定６

処理作業前

処理作業中

処理作業後

（シート養生中）

処理作業室内

調査対象室外部の付近

処理作業室内

負圧・除塵装置の排出

吹出し口

処理作業室外

（敷地境界）

処理作業室内

・各１点　　・各２点　　・各３点

・各１点　　・各２点

・各１点　　・各２点　　・各３点

出口吹出し風速１ｍ／ｓｅｃ以下

の位置　　　・各１点　　・各２点

・計１点　　・４方向各１点

・各１点　　・各２点

測定点（各施工箇所ごと）

　・アスベスト粉塵濃度測定

　測定時期、場所及び測定点

３

＜６．３．２＞＜６．３．３＞

アスベスト含有吹付け

材の除去

　・アスベスト含有吹付け材の除去

　　　　　　　　　　　・　

　　　除去対象範囲　　※　図示

　・アスベスト含有保温材等の除去

除去したアスベスト含有保温剤の処分

　　　除去対象範囲　　※　図示

　　　作業場の隔離　　・　行う

※　埋立処分(管理型最終処分場)　　・　中間処理（溶融施設）

　・アスベスト含有成形板の除去

除去したアスベスト含有成形板の処分

・アスベスト含有石こうボード

※　埋立処分(管理型最終処分場)

・　埋立処分(管理型最終処分場)　　・　中間処理（溶融施設）

アスベスト含有成形板

の除去

＜６．５．２＞＜６．５．３＞

４

５

アスベスト含有保温材

等の除去

除去したアスベスト含有吹付け材等の処分

除去したアスベスト含有吹付け材等の飛散防止　　※　密封処理（※湿潤化　・セメント固化）

※　埋立処分(管理型最終処分場)　・　中間処理（溶融施設）

　　　除去工法　　　　※　解体共通仕様書6.3.2(a)(1)～(4)による

＜６．４．３＞＜６．４．４＞

処理作業後

１週間以降）

（シート撤去後

測定７

測定８

処理作業室内

調査対象室外部の付近

・各１点　　・各２点　　・各３点

・各１点　　・各２点

・１０　　・　

メンブレンフィルタ直径（ｍｍ）

試料の吸引流量（ｌ／ｍｉｎ）

試料の吸引時間（ｍｉｎ）

　測定方法

測定３ 測定１，２，４，６，７，８ 測定５

２５ ２５

・１　・　

・５　・　

　　　・５　　　・　

　　　・１２０　・　 ・２４０　・　

４７

採取箇所は図示

施工調査

＜７．１．３＞ 調査の範囲材　料　名

※　図示

分析調査　　・　行う

分　析　方　法

特殊な建設副産物の

＜７．１．３＞

回収及び処分

・　ハロン

・　フロン

・　イオン化式感知器

・　六フッ化硫黄(SF6)ガス

・　PFOS（ﾍﾟﾙﾌﾙｵﾛ（ｵｸﾀﾝ-1-ｽﾙﾎﾝ酸））

回収又は処分を行う副産物の種類 保管場所・処分場

の所在地等

回収業者又は処分場

の名称等

対象機器名称

・　

１

２

７　

特
殊
な
建
設
副
産
物
の
処
理

　　　除去対象範囲　　※　屋根大波スレート

・アスベスト含有石こうボードを除くアスベスト含有成形板（ｱｽﾌｧﾙﾄｼﾝｸﾞﾙ表層分離部）

町営住宅浦安団地集会所屋根修繕工事

NO SCALE解体特記仕様書 ( ４ )
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町営住宅浦安団地集会所屋根修繕工事

配置図 ､ 付近案内図 ､ 工事内容

〇　工事内容　概要

・工事内容

新設　工事既存部分　撤去工事

図示部破風板21×210､屋根下地ｺﾝﾊﾟﾈ12t､ﾀﾙｷ60×60撤去

屋根：SGLｶﾗｰ鋼板0.4t横(ｱﾎﾟﾛ)葺き　軒先､ｹﾗﾊﾞ等役物共
下地ｺﾞﾑｱｽｼｰﾄ1.0t､下地ﾋﾞﾙﾎﾞｰﾄﾞ12t新設

屋根ｱｽﾌｧﾙﾄｼﾝｸﾞﾙ(軒先､ｹﾗﾊﾞｱﾙﾐ金物共)　※ｱｽﾍﾞｽﾄ含有
下地ｱｽﾌｧﾙﾄﾌｪﾙﾄ撤去　※ｱｽﾍﾞｽﾄ含有

図示部破風板21×210 WP塗､小舞･登り淀15×90新設
下地ﾗﾜﾝ合板(1類､F☆☆☆☆)12t､ﾀﾙｷ60×60新設

運搬車乗入れ部：周囲仮囲いｼｰﾄ張りH=3.0ｍ、敷き鉄板22t　入口：ｼｰﾄｹﾞｰﾄW3.6ｍ×H4.5ｍ

前面道路工事車両通行部：交通誘導員を配置（工事車両通行時を想定）

屋根葺き替え工事　：　既存ｱｽﾌｧﾙﾄｼﾝｸﾞﾙ葺き撤去のうえSGLｶﾗｰ鋼板横（ｱﾎﾟﾛ）葺き新設　※付随する樋等の取替え共

既存屋根ｱｽﾌｧﾙﾄｼﾝｸﾞﾙ撤去時及び下地ｱｽﾌｧﾙﾄﾌｪﾙﾄ撤去時､外部開口部を養生ｼｰﾄ張り(周囲ﾃｰﾌﾟ張り)とする

軒樋塩ﾋﾞ製角型120､竪樋塩ﾋﾞ製φ75撤去(取付金物共) 軒樋塩ﾋﾞ製角型120新設(溶融亜鉛ﾒｯｷ取付金物共)
竪樋塩ﾋﾞ製φ75(SUS製取付金物共)

工事場所

付近見取図

自転車置場

自由楽園

集会所

計画道路

ｺﾞﾐ置場

ﾌﾟﾛﾊﾟﾝ庫

合併処理浄化槽

駐車場（14台）

3DK×6戸
3DK×6戸

ﾄﾗﾝｸﾙｰﾑ

受水槽

ﾎﾟﾝﾌﾟ室

敷地境界線

敷
地
境
界
線

敷地境界線

1号棟

H.H

S=1 : 400配　置　図

N

運搬車乗入れ部
鉄板敷き22t
20.70ｍ2

仮囲い：ｼｰﾄ張り
H=3.0ｍ×L=11.26ｍ

ｼｰﾄｹﾞｰﾄ
W3.6×H4.5m

工事中　交通警備員
10日配置

くさび緊結式足場(手すり先行)
W=900､L=12.7ｍ､H=6.0ｍ

単管一本足場：L=22.5ｍ､H=5.94ｍ
上部ﾌﾞﾗｹｯﾄ足場：L=22.5ｍ､H=2.62ｍ

最上部手すり：L=22.5ｍ
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管理建築士

一級建築士　　第２６２２８７号　　　杉嶋　信次
一級建築士事務所  登録第0 3 - 1 2 6 1号
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町営住宅浦安団地集会所屋根修繕工事

現況　平面図・屋根伏図

大屋根勾配(3.5寸勾配)による倍率係数　＝1.0595

下屋根勾配(3.0寸勾配)による倍率係数　＝1.0440

S=1 : 100平 面 図　 S=1 : 100屋根伏図　

下足入

棚

玄関
ホール

湯沸室

集会室

エン

物入

WC

3.5勾配 3.5勾配

3.5勾配 3.5勾配

3.0勾配

3
.
0
勾
配

3.
0
勾
配

AW-1 AW-1 AW-1

AW-1

AW-1

AW-4AW-2

AW-2

AW-3

AW-5

AD-1

既存屋根材押え
ｱﾙﾐｱﾝｸﾞﾙW=65
撤去･処分

既存屋根材押え
ｱﾙﾐｱﾝｸﾞﾙW=65
撤去･処分

既存屋根材押え
ｱﾙﾐｱﾝｸﾞﾙW=65
撤去･処分

既存屋根材押え
ｱﾙﾐｱﾝｸﾞﾙW=65
撤去･処分

既存屋根材押え
ｱﾙﾐｱﾝｸﾞﾙW=65
撤去･処分

既存屋根材押え
ｱﾙﾐｱﾝｸﾞﾙW=65
撤去･処分

既存屋根：ｱｽﾌｧﾙﾄｼﾝｸﾞﾙ（ｱｽﾍﾞｽﾄ含有）
ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ（ｱｽﾍﾞｽﾄ含有）
撤去･処分

既存屋根下地
ｺﾝﾊﾟﾈ12t×900×900　撤去・処分 破風板：25×210

撤去・処分

破風板：25×210
撤去・処分

破風板：25×210
撤去・処分

既存隅木：120×120×1.20ｍ
撤去・処分
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形　式 寸　法

建　具　表

符号

AD-1

数量

AW-1

AW-2

AW-3

AW-4

AW-5

1

5

2

1

1

1

2枚引違い戸

2枚引違い戸(ﾗﾝﾏ付)

1,700W×600H

1,700W×900H

1,700W×2,200H

1,700W×2,200H

2枚引違い窓

2枚引違い窓

2枚引違い窓

2枚引違い窓

790W×600H

1,250W×600H
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管理建築士

一級建築士　　第２６２２８７号　　　杉嶋　信次
一級建築士事務所  登録第0 3 - 1 2 6 1号

２０２３．９

Ａ－１１

Ｓ＝１：１００

町営住宅浦安団地集会所屋根修繕工事

現況　平面図・屋根伏図

大屋根勾配(3.5寸勾配)による倍率係数　＝1.0595

下屋根勾配(3.0寸勾配)による倍率係数　＝1.0440

S=1 : 100平 面 図　 S=1 : 100屋根伏図　

下足入

棚

玄関
ホール

湯沸室

集会室

エン

物入

WC

3.5勾配 3.5勾配

3.5勾配 3.5勾配

3.0勾配

3
.
0
勾
配

3.
0
勾
配

AW-1 AW-1 AW-1

AW-1

AW-1

AW-4AW-2

AW-2

AW-3

AW-5

AD-1

屋根：SGLｶﾗｰ鋼板0.4t横(ｱﾎﾟﾛ)葺き
軒先､ｹﾗﾊﾞ等役物共
下地ｺﾞﾑｱｽｼｰﾄ1.0t､下地ﾋﾞﾙﾎﾞｰﾄﾞ12t新設

新設屋根下地
ﾗﾜﾝ合板12t×900×900

新設破風板：25×210
WP塗

新設破風板：25×210
WP塗

新設破風板：25×210
WP塗

新設棟包み：SGLｶﾗｰ鋼板0.4t
下地板：30×90×2

新設棟包み：SGLｶﾗｰ鋼板0.4t
下地板：30×90×2

新設下り棟包み：SGLｶﾗｰ鋼板0.4t
下地板：30×90×2

新設下り棟包み：SGLｶﾗｰ鋼板0.4t
下地板：30×90×2

新設軒先唐草､ｹﾗﾊﾞ唐草
SGLｶﾗｰ鋼板0.4t

小舞･登り淀：15×90

新設軒先唐草､ｹﾗﾊﾞ唐草
SGLｶﾗｰ鋼板0.4t
小舞･登り淀：15×90

新設軒先唐草､ｹﾗﾊﾞ唐草
SGLｶﾗｰ鋼板0.4t
小舞･登り淀：15×90

新設軒先唐草､ｹﾗﾊﾞ唐草
SGLｶﾗｰ鋼板0.4t

小舞･登り淀：15×90

新設軒先唐草､ｹﾗﾊﾞ唐草
SGLｶﾗｰ鋼板0.4t

小舞･登り淀：15×90

新設軒先唐草､ｹﾗﾊﾞ唐草
SGLｶﾗｰ鋼板0.4t

小舞･登り淀：15×90

新設雨押え
SGLｶﾗｰ鋼板0.4t
下地板：30×90

新設雨押え
SGLｶﾗｰ鋼板0.4t
下地板：30×90

新設雨押え
SGLｶﾗｰ鋼板0.4t
下地板：30×90

新設：隅木
120×120×1.20ｍ
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形　式 寸　法

建　具　表

符号

AD-1

数量

AW-1

AW-2

AW-3

AW-4

AW-5

1

5

2

1

1

1

2枚引違い戸

2枚引違い戸(ﾗﾝﾏ付)

1,700W×600H

1,700W×900H

1,700W×2,200H

1,700W×2,200H

2枚引違い窓

2枚引違い窓

2枚引違い窓

2枚引違い窓

790W×600H

1,250W×600H
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一級建築士　　第２６２２８７号　　　杉嶋　信次
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町営住宅浦安団地集会所屋根修繕工事

現況　立面図

外部足場高さ：最高の高さ+1.00ｍ

　　　　　　　H=4.94+1.00=5.94ｍ

北側立面図 S=1 : 100

S=1 : 100南側立面図

東側立面図 S=1 : 100

S=1 : 100西側立面図

既存破風板：25×210
既存軒先･ｹﾗﾊﾞｱﾙﾐｱﾝｸﾞﾙ L=65

撤去・処分

既存破風板：25×210
既存軒先･ｹﾗﾊﾞｱﾙﾐｱﾝｸﾞﾙ L=65
撤去・処分

既存破風板：25×210
既存軒先･ｹﾗﾊﾞｱﾙﾐｱﾝｸﾞﾙ L=65

撤去・処分

既存破風板：25×210
既存軒先･ｹﾗﾊﾞｱﾙﾐｱﾝｸﾞﾙ L=65
撤去・処分

既存屋根：ｱｽﾌｧﾙﾄｼﾝｸﾞﾙ（ｱｽﾍﾞｽﾄ含有）
ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ（ｱｽﾍﾞｽﾄ含有）
撤去･処分

既存屋根：ｱｽﾌｧﾙﾄｼﾝｸﾞﾙ（ｱｽﾍﾞｽﾄ含有）
ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ（ｱｽﾍﾞｽﾄ含有）

撤去･処分

既存屋根：ｱｽﾌｧﾙﾄｼﾝｸﾞﾙ（ｱｽﾍﾞｽﾄ含有）
ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ（ｱｽﾍﾞｽﾄ含有）
撤去･処分

既存屋根：ｱｽﾌｧﾙﾄｼﾝｸﾞﾙ（ｱｽﾍﾞｽﾄ含有）
ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ（ｱｽﾍﾞｽﾄ含有）
撤去･処分

既存屋根：ｱｽﾌｧﾙﾄｼﾝｸﾞﾙ（ｱｽﾍﾞｽﾄ含有）
ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ（ｱｽﾍﾞｽﾄ含有）

撤去･処分

既存屋根：ｱｽﾌｧﾙﾄｼﾝｸﾞﾙ（ｱｽﾍﾞｽﾄ含有）
ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ（ｱｽﾍﾞｽﾄ含有）

撤去･処分
既存屋根：ｱｽﾌｧﾙﾄｼﾝｸﾞﾙ（ｱｽﾍﾞｽﾄ含有）
ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ（ｱｽﾍﾞｽﾄ含有）
撤去･処分

既存軒樋：塩ﾋﾞ製W=120
既存竪樋：塩ﾋﾞ製φ75
撤去･処分

既存軒樋：塩ﾋﾞ製W=120
既存竪樋：塩ﾋﾞ製φ75
撤去･処分

既存軒樋：塩ﾋﾞ製W=120
既存竪樋：塩ﾋﾞ製φ75

撤去･処分

既存軒樋：塩ﾋﾞ製W=120
既存竪樋：塩ﾋﾞ製φ75

撤去･処分

既存軒樋：塩ﾋﾞ製W=120
既存竪樋：塩ﾋﾞ製φ75
撤去･処分

既存軒樋：塩ﾋﾞ製W=120
既存竪樋：塩ﾋﾞ製φ75
撤去･処分

既存軒樋：塩ﾋﾞ製W=120
既存竪樋：塩ﾋﾞ製φ75

撤去･処分

既存軒樋：塩ﾋﾞ製W=120
既存竪樋：塩ﾋﾞ製φ75
撤去･処分

既存軒先･ｹﾗﾊﾞｱﾙﾐｱﾝｸﾞﾙ L=65
撤去・処分

既存軒先･ｹﾗﾊﾞｱﾙﾐｱﾝｸﾞﾙ L=65
撤去・処分

既存軒先･ｹﾗﾊﾞｱﾙﾐｱﾝｸﾞﾙ L=65
撤去・処分

既存軒先･ｹﾗﾊﾞｱﾙﾐｱﾝｸﾞﾙ L=65
撤去・処分

既存軒先･ｹﾗﾊﾞｱﾙﾐｱﾝｸﾞﾙ L=65
撤去・処分

既存軒先･ｹﾗﾊﾞｱﾙﾐｱﾝｸﾞﾙ L=65
撤去・処分

既存軒先･ｹﾗﾊﾞｱﾙﾐｱﾝｸﾞﾙ L=65
撤去・処分

既存軒先･ｹﾗﾊﾞｱﾙﾐｱﾝｸﾞﾙ L=65
撤去・処分
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D R A W I N G  N O

N O .

有限
会社アーク設計工房

S

T I T L E

アーク設計工房

ＴＥＬ　０８５８－５２－３５９９／ＦＡＸ　０８５８－５２－３５９９琴浦事務所

管理建築士

一級建築士　　第２６２２８７号　　　杉嶋　信次
一級建築士事務所  登録第0 3 - 1 2 6 1号

２０２３．９

Ａ－１３

Ｓ＝１：１００

町営住宅浦安団地集会所屋根修繕工事

改修後　立面図

外部足場高さ：最高の高さ+1.00ｍ

　　　　　　　H=4.94+1.00=5.94ｍ

北側立面図 S=1 : 100

S=1 : 100南側立面図

東側立面図 S=1 : 100

S=1 : 100西側立面図

既存屋根：ｱｽﾌｧﾙﾄｼﾝｸﾞﾙ（ｱｽﾍﾞｽﾄ含有）
ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ（ｱｽﾍﾞｽﾄ含有）
撤去･処分

屋根：SGLｶﾗｰ鋼板0.4t横(ｱﾎﾟﾛ)葺き
軒先､ｹﾗﾊﾞ等役物共
下地ｺﾞﾑｱｽｼｰﾄ1.0t､下地ﾋﾞﾙﾎﾞｰﾄﾞ12t新設

屋根：SGLｶﾗｰ鋼板0.4t横(ｱﾎﾟﾛ)葺き
軒先､ｹﾗﾊﾞ等役物共

下地ｺﾞﾑｱｽｼｰﾄ1.0t､下地ﾋﾞﾙﾎﾞｰﾄﾞ12t新設

屋根：SGLｶﾗｰ鋼板0.4t横(ｱﾎﾟﾛ)葺き
軒先､ｹﾗﾊﾞ等役物共
下地ｺﾞﾑｱｽｼｰﾄ1.0t､下地ﾋﾞﾙﾎﾞｰﾄﾞ12t新設

屋根：SGLｶﾗｰ鋼板0.4t横(ｱﾎﾟﾛ)葺き
軒先､ｹﾗﾊﾞ等役物共
下地ｺﾞﾑｱｽｼｰﾄ1.0t､下地ﾋﾞﾙﾎﾞｰﾄﾞ12t新設

屋根：SGLｶﾗｰ鋼板0.4t横(ｱﾎﾟﾛ)葺き
軒先､ｹﾗﾊﾞ等役物共

下地ｺﾞﾑｱｽｼｰﾄ1.0t､下地ﾋﾞﾙﾎﾞｰﾄﾞ12t新設

新設棟包み：SGLｶﾗｰ鋼板0.4t
下地板：30×90×2

新設棟包み：SGLｶﾗｰ鋼板0.4t
下地板：30×90×2

新設棟包み：SGLｶﾗｰ鋼板0.4t
下地板：30×90×2

屋根：SGLｶﾗｰ鋼板0.4t横(ｱﾎﾟﾛ)葺き
軒先､ｹﾗﾊﾞ等役物共

下地ｺﾞﾑｱｽｼｰﾄ1.0t､下地ﾋﾞﾙﾎﾞｰﾄﾞ12t新設

新設棟包み：SGLｶﾗｰ鋼板0.4t
下地板：30×90×2

新設破風板：25×210
WP塗

新設破風板：25×210
WP塗

新設破風板：25×210
WP塗

新設破風板：25×210
WP塗

新設軒樋：塩ﾋﾞ製W=120
新設竪樋：塩ﾋﾞ製φ75

新設軒樋：塩ﾋﾞ製W=120
新設竪樋：塩ﾋﾞ製φ75

新設軒樋：塩ﾋﾞ製W=120
新設竪樋：塩ﾋﾞ製φ75

新設軒樋：塩ﾋﾞ製W=120
新設竪樋：塩ﾋﾞ製φ75

新設軒樋：塩ﾋﾞ製W=120
新設竪樋：塩ﾋﾞ製φ75

新設軒樋：塩ﾋﾞ製W=120
新設竪樋：塩ﾋﾞ製φ75

新設軒樋：塩ﾋﾞ製W=120
新設竪樋：塩ﾋﾞ製φ75

新設軒樋：塩ﾋﾞ製W=120
新設竪樋：塩ﾋﾞ製φ75

新設軒樋：塩ﾋﾞ製W=120
新設竪樋：塩ﾋﾞ製φ75

屋根：SGLｶﾗｰ鋼板0.4t横(ｱﾎﾟﾛ)葺き
軒先､ｹﾗﾊﾞ等役物共

下地ｺﾞﾑｱｽｼｰﾄ1.0t､下地ﾋﾞﾙﾎﾞｰﾄﾞ12t新設

新設下り棟包み：SGLｶﾗｰ鋼板0.4t
下地板：30×90×2

新設下り棟包み：SGLｶﾗｰ鋼板0.4t
下地板：30×90×2

新設下り棟包み：SGLｶﾗｰ鋼板0.4t
下地板：30×90×2

新設雨押え
SGLｶﾗｰ鋼板0.4t
下地板：30×90

新設雨押え
SGLｶﾗｰ鋼板0.4t
下地板：30×90
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D R A W I N G  N O
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有限
会社アーク設計工房

S

T I T L E

アーク設計工房

ＴＥＬ　０８５８－５２－３５９９／ＦＡＸ　０８５８－５２－３５９９琴浦事務所
一級建築士事務所  登録第2８ - 1 2 6 1号

管理建築士

一級建築士　　第２６２２８７号　　　杉嶋　信次 ２０２３．９

Ａ－１４

Ｓ＝１：３０

町営住宅浦安団地集会所屋根修繕工事

現況　矩　計　図
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集会室(和室20帖)エン

S=1 : 30矩　計　図

GL
▽

FL
▽

軒高
▽

AW-1

既存屋根：ｱｽﾌｧﾙﾄｼﾝｸﾞﾙ（ｱｽﾍﾞｽﾄ含有）
ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ（ｱｽﾍﾞｽﾄ含有）

撤去･処分

既存屋根：ｱｽﾌｧﾙﾄｼﾝｸﾞﾙ（ｱｽﾍﾞｽﾄ含有）
ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ（ｱｽﾍﾞｽﾄ含有）

撤去･処分

既存軒先･ｹﾗﾊﾞｱﾙﾐｱﾝｸﾞﾙ L=65
撤去・処分

既存軒先･ｹﾗﾊﾞｱﾙﾐｱﾝｸﾞﾙ L=65
撤去・処分

新設軒樋：塩ﾋﾞ製W=120
新設竪樋：塩ﾋﾞ製φ75

3.5

10

10

3.0

ｸﾞﾗｽｳｰﾙ50ｔ

18×90

丸太：末口φ300

棟木：120×120

母屋：105×105＠910　杉

床：ﾀﾀﾐ貼り55ｔ
ｺﾝﾊﾟﾈ12ｔ
根太：60×60＠450　杉
大引：105×105＠910　杉

天井：化粧石膏ボード9ｔ張り
廻縁：36×45(米栂)

屋根：ｱｽﾌｧﾙﾄｼﾝｸﾞﾙ葺き
ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ22㎏

ｺﾝﾊﾟﾈ12ｔ
ﾀﾙ木：60×60＠450　杉

壁：ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ張り
PB12ｔ下地

120×210(米松)
ｷｼﾗﾃﾞｺｰﾙ

柱：杉丸太φ120

自然石

120×150(杉)
ｷｼﾗﾃﾞｺｰﾙ

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ目地切仕上
土間ｺﾝｸﾘｰﾄ100ｔ

砕石100ｔ

束石：ｺﾝｸﾘｰﾄ200□×150
砕石：500□×100

盛土：真砂土50ｔ

防湿ｼｰﾄ：ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ0.15ｔ
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ＴＥＬ　０８５８－５２－３５９９／ＦＡＸ　０８５８－５２－３５９９琴浦事務所
一級建築士事務所  登録第2８ - 1 2 6 1号

管理建築士

一級建築士　　第２６２２８７号　　　杉嶋　信次 ２０２３．９

Ａ－１５

Ｓ＝１：３０

町営住宅浦安団地集会所屋根修繕工事

改修後　矩　計　図

910 4,550

CH
2
,
55
0

800

600

2
,
1
57
.
5

1
00

4
7
0

85

5
55

3
,
3
20

2,
7
6
5

2,
5
8
0
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GL
▽

FL
▽

軒高
▽

S=1 : 30矩　計　図

S=1 : 30ｹﾗﾊﾞ詳細図

AW-1

新設棟包み：SGLｶﾗｰ鋼板0.4t
下地板：30×90×2

屋根：SGLｶﾗｰ鋼板0.4t横(ｱﾎﾟﾛ)葺き
軒先､ｹﾗﾊﾞ等役物共

下地ｺﾞﾑｱｽｼｰﾄ1.0t､下地ﾋﾞﾙﾎﾞｰﾄﾞ12t新設

新設軒先唐草､ｹﾗﾊﾞ唐草
SGLｶﾗｰ鋼板0.4t

小舞･登り淀：15×90

新設雨押え
SGLｶﾗｰ鋼板0.4t
下地板：30×90

新設軒先唐草､ｹﾗﾊﾞ唐草
SGLｶﾗｰ鋼板0.4t

小舞･登り淀：15×90

ｼｰﾘﾝｸﾞ MS-2
10×10

屋根：SGLｶﾗｰ鋼板0.4t横(ｱﾎﾟﾛ)葺き
軒先､ｹﾗﾊﾞ等役物共
下地ｺﾞﾑｱｽｼｰﾄ1.0t､下地ﾋﾞﾙﾎﾞｰﾄﾞ12t新設

屋根：SGLｶﾗｰ鋼板0.4t横(ｱﾎﾟﾛ)葺き
軒先､ｹﾗﾊﾞ等役物共

下地ｺﾞﾑｱｽｼｰﾄ1.0t､下地ﾋﾞﾙﾎﾞｰﾄﾞ12t新設

新設ｹﾗﾊﾞ唐草
SGLｶﾗｰ鋼板0.4t
登り淀：15×90

新設破風板：25×210
WP塗

新設軒樋：塩ﾋﾞ製W=120
新設竪樋：塩ﾋﾞ製φ75

3.5

10

10

3.0

ｸﾞﾗｽｳｰﾙ50ｔ

18×90

丸太：末口φ300

棟木：120×120

母屋：105×105＠910　杉

床：ﾀﾀﾐ貼り55ｔ
ｺﾝﾊﾟﾈ12ｔ
根太：60×60＠450　杉
大引：105×105＠910　杉

天井：化粧石膏ボード9ｔ張り
廻縁：36×45(米栂)

壁：ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ張り
PB12ｔ下地

120×210(米松)
ｷｼﾗﾃﾞｺｰﾙ

柱：杉丸太φ120

自然石

120×150(杉)
ｷｼﾗﾃﾞｺｰﾙ

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ目地切仕上
土間ｺﾝｸﾘｰﾄ100ｔ

砕石100ｔ

束石：ｺﾝｸﾘｰﾄ200□×150
砕石：500□×100

盛土：真砂土50ｔ

防湿ｼｰﾄ：ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ0.15ｔ


